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新型コロナウィルスの感染状況が落ち着いてきたとはいえ、まだまだ緊張感をもって学校生

活を送る必要があります。そんな中、１０月３１日（日）に文化祭を開催することができました。 

音楽発表は合唱ではなく、ハンドベルの演奏やヒット・ザ・ビート（手足を使ってリズムを刻む

演奏）で各学年２曲ずつ発表しました。 

続く教科発表は、国語科の人権作文発表と朗読発表及び体育科のダンス発表を行いま

した。１年生の久保田さんによる「パラリンピック」で人権について考えたこと、３年生の眞城さ

んによる「コロナによるいじめ」と今年大きく話題になったことや問題になっていることについて

自分の意見を作文としてまとめ発表しました。また、２年生の真城さんは「花いちもんめ」という

第二次世界大戦敗戦後の満州でのできごとを題材にした物語の一部を堂々と感情を込めて

発表しました。 

次の部活動発表は、環境科学部

によるダンゴムシやカマキリ、カブトム

シなどの個人研究発表と音楽部の

演奏を行いました。 

最後は学年による劇の発表でした。

各学年がチームワーク良く発表して

いたのが印象的でした。セリフを覚え

たり、役になり切った演技を行ったり、

普段の授業では見せない表情が見

えてよかったです。今年は２年生が最

優秀賞、３年生が優秀賞を獲得しま

した。 

今年は四万十町営塾「じゆうく」の

高橋塾長から、自分たちで創りあげ

る発表のすばらしさ価値づけていた

だくなど、講評をいただきました。 

コロナ禍の中、検温や手指の消毒

にご協力いただき、生徒たちの一生

懸命な姿を参観してくださったご家族

の皆様 、誠 にありがとうございまし

た。 

 

 

〇開・閉会式  

 

 

 

 

 

 

 

 

〇音楽発表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教科発表  
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